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はじめに

各種建設工事で広く利用されている鉄筋圧接材について、圧接部の品質を評価いたします。

鉄筋圧接部の材料特性評価

Cat.No 3S4J-095-00-150824

各種建設工事において、簡便性から鉄筋の接合端をガス等で加熱、圧接する圧接継手工法が広く利用されています。その
圧接材について、引張強度は勿論のこと、接合部の軸方向断面のマクロ組織観察、メタルフロー組織観察、硬さ分布評価を
行い、総合的に品質を評価いたします。

異種材接合や異径材接合などにおける品質評価にもご利用ください。

試験の概要

● 引張試験

試験方法 JIS Z 2241 「金属材料引張試験方法」
評価項目 引張強さ、破断位置

● マクロ試験

試験方法 JIS G 0553 「鋼のマクロ組織試験方法｣
評価項目 熱影響範囲、割れ・ブローホールなどの内部欠陥の有無

● メタルフロー試験

試験方法 JIS Z 3143 「突合せ圧接継手試験方法」
評価項目 圧接面の接合不足有無、メタルフロー状態の良否

● 硬さ分布

試験方法 JIS Z 2244 ｢ビッカース硬さ試験－試験方法｣
評価項目 母材から熱影響部・圧接部に至る範囲での硬さ分布測定

（軟化点の有無および軟化具合の評価）

試験結果例

● 圧接部の外観
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軸方向断面を観察できるように切断
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観察面を鏡面研磨して、評価試験

※120mm程度長の広域評価が可能です。

断面を観察

切断

硬さ測定位置

● メタルフロー試験

● ビッカース硬さ分布測定


